
 

 

 

 

 

 

 

 

                         

                            

       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

  

                          

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「かしこく」「ゆたかに」「たくましく」 

 ―家庭・地域とともに― 
 

 

 

 

 

「あいさつ」「そうじ」 

「歌声」「読書」 

一関市立大東小学校 

令和７年９月９日 

校 報   № 11 

（文責 真壁） 

） 

８月２６日（火）、２７日（水）の２日間、5年生が「いちのせき健康の森」で宿泊学習を行いました。

１日目の活動 ２日目の活動 

・出発式、学校出発 

・入所式 

・活動①「沢登り」 

・昼食 

・活動②「野外炊事」 

・活動③「キャンプ 

ファイヤー」 

・入浴 

・反省会 

・就寝 

・起床、身じたく 

・朝のつどい 

・朝食 

・荷物整理、退所準備 

・活動④「焼き板工作」 

・昼食 

・退所式 

・学校到着、帰校式 

「沢登り」－ヒキガエルにびっくり。木もれ日ときれいな水 

が気持ちよかったです。 

「野外炊事」―おこげご飯とカレーがおいしかったです。 

「キャンプファイヤー」―途中雨が降ったため、野外と体育 

館の２カ所で盛り上がりました。 

「焼き板工作」―糸のこやバーナーを使って自分だけの作品 

になりました。 

５年生の子ども達は２日間の宿泊学習を通して、自然の中で 

仲間と協力することの大切さや自分の役割をやり遂げる責任感 

等、たくさんのことを体験し学んできました。  

保護者の皆様には、準備等のご協力をいただきありがとうございました。 

８月２８日（木）の３校時に全校で「熊被害防止教室」を行いました。 

講師は、「大東支所産業建設課」の高橋さん、「大東支所鳥獣被害協力員」の阿部さん、「千厩警察署地域

課」の佐々木さん、千葉さん、青苅さん、星川さんの計６名の方々です。 

２部構成で行い、１部は、大東支所の２人から、 

「ツキノワグマ」の大きさ、運動能力、習性等の 

生態についてお話をいただきました。 

 ２部は、警察の方々から、熊に出会ったときの 

行動について、クイズ形式で寸劇を通してお話い 

ただきました。但し、説明していただいた行動に 

ついては、一般的な行動の仕方であり、確実なも 

のではないこと。大切なのは、①熊鈴を付ける。 

②熊に届くような声や音を出す。③出来るだけ複 

数で歩く。④一人で草むらのある細い道を歩かない。 

など、熊に出会わないための行動をすることがと 

ても大切であることをお話いただきました。 

 今後も熊の出没が続くと思われます。自分の身 

を守るためにこの教室で学んだことを生かしてほ 

しいと思います。 

 

 


